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支援策マッチング案件

マッチング内容 件数

物資 134

日本語 152

就業 131

手続き 174

財政 62

教育 106

医療・メンタル 111

生活・やりがい 71

その他 76

合計 1,017

戸別訪問・支援策マッチングの様子



2年目の様子



2024年1月実施の避難者アンケート結果より

【昨年度結果】

Q. 日本での生活についてあなたはどう感じていますか？



2024年1月実施の避難者アンケート結果より

Q.現在、自分の将来にどの程度不安を感じていますか？

【昨年度結果】



Q. 特に不安な事は何ですか？

2024年1月実施の避難者アンケート結果より

（複数回答可） （3択）

最も不安な事
TOP3

1
民間住宅に移って
家賃を払えるか？

116人
(75%)

2
仕事について安定
した収入が得られ
るか？

102人
(66%)

3

ウクライナの家族
とのコミュニケー
ションはとれる
か？

41人
(26%)



Q. 現在の就労状況を教えてください

2024年1月実施の避難者アンケート結果より

フルタイム

17%

パートタイム

31%
未就労・職探し中

31%

未就労・働く

予定なし

4%

その他（年金生活・語

学学校通学含む）

17%

就労状況

フルタイム

35%

パートタイム65%

働き方



居場所が
できる

精神面が
改善

友達が
できる・
つながる

生活が
充実

生きがい

就業による避難民への効果
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Q.日本語レベルを教えてください

【来日前】 【来日後】
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Q.日本人の友人や知り合いはいますか？

いる
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Q.日本人の友人や知り合いはいますか？

いない



2024年1月実施の避難者アンケート結果より

Q.戦争が終了（停戦・休戦）した場合、

どのような選択を希望しますか？

日本に残り定住を試みる

• 勉強中の日本語を活かして日本社
会で役立てたい。

• 日本は安全で平和。文化や、親切
で誠実な人についてもっと知りた
い。

• ウクライナに戻っても以前のよう
に幸せになると思わない。

• ウクライナの経済状態、政治状況
など不安が多い。

• 子どもが日本語のほうを理解しや
すくなっている。

など

しばらくの間状況をみる

・ロシアがどのような形であれ、ウクライ
ナへの暴力的な攻撃、砲撃、弾道ミサイ
ル、無人機、ドローン等を使って脅威を与
えるリスクがある、不信、危険リスクが高
い。

など

速やかに帰国する

• 夫や離れた家族と再会したい。
• 高齢の両親、介護が必要な兄弟がいる。
• 自分の本来のキャリアを活かしたい。

など



今後に向けて

• 将来への不安を軽減するために情報を予測可能なように透明性
をもって伝えてゆく（支援縮小などのマイナスな見込みの情報
を含めて伝えてゆく方が将来の見通しが立てやすい）

• 日本語学習上達の機会をより提供することは日本での満足度を
高めるために重要

• さまざまな知識を日本で得られるような人は、日本での生活に
満足している

• 不安を軽くするために、安定した就労（フルタイムの仕事）は
重要

• 日本の友人や知り合いがいることは不安を有意に減らすので、

つながりの形成が大切




